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前
年
度
の
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
導
入
に
よ
り

学
修
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
可
視
化
が
さ
ら
に
前
進
。

同
時
に
教
員
の
意
識
変
革
も
図
る
。

　「
ど
う
し
た
ら
学
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
ら
れ
る
か
？
」
――
本

学
で
は
、
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
必

要
な
の
は
、
学
生
に
自
分
の
能
力
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
ど
う
す
べ
き
か
を
明
確

に
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
２

０
１
０
年
ご
ろ
か
ら
試
行
錯
誤
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
本
学
に
と
っ
て
「
学
修

成
果
の
可
視
化
」
の
目
的
は
、
学
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。

　
例
え
ば
、
経
済
学
部
で
は
あ
ら
か
じ

め
学
生
が
決
め
た
１
年
間
の
取
得
単
位

数
や
人
間
関
係
な
ど
の
目
標
を
、
セ
メ

ス
タ
ー
ご
と
に
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」

で
確
認
し
、
教
員
が
学
生
に
面
談
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
全
国
５
０
０
０
社
に
実
施
し

た
調
査
結
果
か
ら
業
界
・
職
種
ご
と
に

必
要
な
能
力
を
６
つ
の
力
に
集
約
、
こ

れ
を
基
に
志
望
職
業
で
求
め
ら
れ
る
能

力
の
現
状
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
学

生
に
示
し
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
か
ら
は
、
思
考
力
な
ど

の
汎
用
的
能
力
を
測
る
外
部
ア
セ
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
を
全
学
に
導
入
し
ま
し

た
。
単
位
数
や
学
修
時
間
な
ど
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
体
や
大
学
で
の
対
人
関
係
、
経

験
な
ど
を
通
じ
た
学
生
の
成
長
度
と
い

う
ア
ウ
ト
カ
ム
を
測
る
指
標
が
必
要

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
導
入
を
機

に
、
学
修
成
果
の
可
視
化
と
そ
の
活
用

を
全
学
共
通
で
行
う
よ
う
に
改
め
ま
し

た
。
テ
ス
ト
結
果
を
就
職
活
動
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
受
検
機

会
は
１
、
３
年
次
に
設
定
し
、
経
済
学

部
の
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
に
テ
ス
ト

に
関
す
る
項
目
を
追
加
、
実
施
範
囲
を

全
学
部
に
拡
大
し
ま
し
た
。
受
検
前
に

目
標
を
、
受
検
後
に
達
成
度
や
感
想
な

ど
を
記
入
さ
せ
、
こ
れ
を
基
に
、
ゼ
ミ

教
員
が
面
談
を
行
い
ま
す
。

　
本
学
の
ゼ
ミ
教
員
と
所
属
学
生
の
関

係
は
、
高
校
ま
で
の
ク
ラ
ス
担
任
と
生

徒
の
関
係
に
近
く
、
面
談
も
か
ね
て
よ

り
日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
導
入
に
よ
り
、
感

覚
的
に
行
っ
て
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
に
裏

付
け
が
加
わ
り
、
指
導
の
説
得
力
が
増

し
て
い
ま
す
。

　
学
生
も
結
果
を
見
て
課
題
が
自
覚
で

き
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思
う
よ

う
な
結
果
が
出
ず
に
落
ち
込
む
学
生
も

い
ま
す
が
、
励
ま
し
を
兼
ね
て
教
員
が

新
た
な
行
動
を
促
す
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
各
教
員
が
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、
数
年
前
ま
で
の
学
生
募
集
状

況
が
厳
し
い
時
期
を
経
験
し
て
い
る
こ

と
も
関
係
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
学
生

に
支
持
さ
れ
る
大
学
に
な
る
に
は
、
何

よ
り
教
育
の
改
善
が
必
要
だ
と
い
う
考

え
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
テ
ス
ト
結
果
の
背
景
に
あ

る
要
因
の
分
析
を
進
め
、
学
生
の
気
づ

き
や
行
動
、
教
員
の
授
業
や
指
導
の
う

ち
何
が
ス
コ
ア
に
影
響
す
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
各
科
目
と
伸

び
る
能
力
の
関
係
が
明
確
に
な
れ
ば
、

学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
上

が
る
で
し
ょ
う
。
教
員
の
授
業
や
成
績

評
価
も
、「
伸
ば
し
た
い
力
」
を
よ
り

強
く
意
識
し
た
も
の
に
な
る
は
ず
。
可

視
化
を
通
じ
て
学
生
と
教
員
に
意
識
の

変
化
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

汎
用
的
能
力
伸
長
の

プ
ロ
セ
ス
に
注
目

最
大
の
狙
い
は

学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上可視化のしかた

学
生
支
援
に
生
か
す
学
修
成
果

汎
用
的
能
力
を
測
定
し
学
生
の
成
長
要
因
を
探
る

▶自身の立ち位置や課題を自覚させて、学生のモチベーションを高める。
▶教育が正しく機能しているか検証する。
▶各授業の狙いをより明確化し、教育効果を高める。
▶教育の成果を客観的に示す。

▶学長がトップを務める教学マネジメント協議会で学修成果の可視化と活用を推進。
　ＩＲ・広報室が結果の分析を実施。

　敬愛大学はＷebサイトを2019年６月にリニューアル。「数字で見る敬愛大学」
コーナーを新設し、卒業時の学生満足度、県内の大学平均と比較した就職率など
を公開しているほか、ディプロマ・ポリシーや「KEIAI Standard」と呼ばれるカリキュ
ラム構造を図解して伝えている。アセスメントテストの分析結果も掲載が検討され
ており、教育の中身と、それによる成果を積極的に外部に示す方向性が明確だ。
　民間企業出身で経営に精通する三幣利夫学長は常に外部からの視線を意識
しており、学修成果を積極的に発信したいとの意向を持っているという。
　工藤龍雄ＩＲ・広報室長は「学生の力を伸ばしているというエビデンスを示した
い。カリキュラムや教職員の働きかけが学修成果につながっていることを実証し、
本学ならではの教育の特長を広く知ってもらいたい」と話す。

可視化の結果や伸びる力を
積極的に発信し、教育力を広報

注目！
学生調査結果や
就職状況等を公表

大学のＤＰは
図解で
わかりやすく紹介

属性
入試区分

授業の種類・
学修方法等

学生間・教職員の
働きかけ

目標設定

科目履修
課外活動

教員との面談

対人関係

姿勢・態度・経験

カリキュラム・科目

思考力

GPA
取得単位数
学修時間

要因 学修成果 学生視点のPDCA

学修成果の確認
達成度の自己評価

行動

アセスメントテスト
により測定

など など

振り返りシートを
参照しながら 学修計画

振り返りシートに
記入

振り返りシートに
記入
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